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はじめに

チューリップ切花は古くから消費者に広く親しまれた花であるが、１本に１花で観賞期間が短いと

いうマイナスイメージを消費者が持つようになり新たな洋花の需要増加に押され単価や消費需要が低

迷している。また、近年の温暖化の影響で品質が安定しないことから、品質向上技術により経営の安

定化を図る。

今回は、主力品種の一部で球根の冷蔵不足と思われる「葉もぐり」などの短茎による品質低下が見

られているため、購入球根の再冷蔵処理や定植後の温度管理による品質向上に取り組んだ。

また、昨年度の実証結果をもとに新品種による前処理剤の効果を実証するとともに処理濃度を改善

し、日持ち性向上対策のコスト低減について検証した。



実証1 チューリップ球根の再冷蔵処理や被覆資材等を活用して定植後の適正な温度管理による品質向上

（１）チューリップの球根再冷蔵処理効果の実証
実証作型：土耕栽培
処理品種：赤品種：イルデフランス（対照）、レッドパワー、球根サイズ11～12㎝

黄品種：ライオンズグローリー 球根サイズ13㎝
処理方法：購入した球根を５℃の冷蔵庫内で一定期間保管した。
品質評価：到花日数、収穫時の生育調査、草姿のバランス、日持ち性（前処理剤利用）

結 果
・再冷蔵により、慣行に比較し到花日数は短くなった。
・脚長が長くなる傾向が確認され、短茎よる品質低下（葉もぐり）を抑制できると考えられるが、再冷蔵期間について
は、検討するする必要がある。（写真1、写真2）

写真２ 日持ち調査開始4日後（品種：レッドパワー）
左から慣行、再冷蔵2週間、再冷蔵3週間
※各区花筒の中で、草丈が伸びているものは前処理剤未使用

表1 収穫時調査結果

写真１ 収穫時（品種：ライオンズグローリー）
左から慣行、再冷蔵2週間



（２）定植後の適正な温度管理による草姿改善効果の実証
脚長が伸長するように、定植後保温シートで被覆し効果を確認する。
実証作型：土耕栽培（無加温）
処理方法：被覆なし、慣行（寒冷紗）、べた掛け資材２種（Ａ、Ｂ）
処理期間：令和元年１２月～令和２年１月

結 果

・地温が高く維持できたのは、資材Ｂ＞資材Ａ＞寒冷紗 の順であった。
草丈伸長には光線透過率も影響しており、透過率の高い資材では草丈が伸び過ぎず、開花が早められた。

・当初、湿度が高くなると発生しやすいボトリチス等の病害が心配されたが、発生は見られなかった。

写真３
被覆資材の設置状況
左手前：資材Ａ
左奥：被覆なし
右手前：寒冷紗
右奥：資材Ｂ

写真４
被覆資材の違いによる
草姿の変化
左：遮光率の高い資材
右：遮光率の低い資材

被覆なし 資材Ａ 資材Ｂ
慣行（寒冷紗） 気温



実証２ チューリップ新品種における日持ち性効果の実証

実証作型：コンテナ栽培、水耕栽培、土耕栽培

処理薬剤：クリザールＢＶＢエクストラ、（クリザールブースター１０００倍添加）
処理品種：コンテナ栽培：ベロナ、オスカー、ピンクツイスト

水耕栽培：ブラックビューティー
土耕栽培：ライオンズグローリー

写真５ 実証開始７日目（２月７日）
品種：ライオンズグローリー
左：無処理 中央・右：前処理あり
＊中央は慣行栽培、右は再冷蔵２週間

冷蔵処理 鑑賞期間
慣行(４８週） 8.6日
２週間(５０週） 8日

7日

前処理

処理なし

結 果 無処理に比較し、茎の伸長抑制効果が確認できた。慣行栽培の方が伸長率は低かった。
花の鑑賞期間は、前処理剤の利用により１～１.６日延長された（図２）。



（参考） 市場・買参人からのアンケートによる品質評価

調査場所 大田花き

・前処理剤は利用した商品の方が良いという回答が多かった。

・前処理剤のことを知らない人もいた。処理剤の効果や産地・生産者の取組を周知する必要がある。

・切前については、日持ちを考慮し蕾は固いほうが良いと回答した（切り前２）。

・鮮やかな色合いのほうが良いと回答した人が多かった。
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